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小
児
先
天
性
心
疾
患
に
対
す
る
心
臓
血
管
外

科
手
技
の
進
歩
で
、
95
％
以
上
の
患
者
を
救
命
、

90
％
以
上
が
成
人
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
予
後
向
上
で
成
人
に
な
っ
て
か
ら
の「
遠

隔
期
」
手
術
の
重
要
性
も
増
し
て
お
り
、
小
児

に
も
成
人
に
も
対
応
で
き
る
心
臓
血
管
外
科
医

の
存
在
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

加
古
川
中
央
市
民
病
院
心
臓
血
管
外
科 

科

部
長
の
圓
尾
文
子
氏
は
、
地
域
の
中
核
病
院
で

心
臓
血
管
外
科
の
小
児
部
門
開
設
に
尽
力
し
、

現
在
も
そ
の
医
療
活
動
を
広
げ
て
い
る
数
少
な

い
女
性
心
臓
血
管
外
科
医
の
一
人
で
あ
る
。
同

病
院
が
小
児
の
開
心
を
開
始
し
た
2
0
1
6
年

10
月
か
ら
1
年
間
で
、
す
で
に
37
例
の
小
児
お

よ
び
成
人
の
先
天
性
心
疾
患
手
術
を
手
掛
け
て

い
る
。

成
人
先
天
性
心
疾
患
の

日
本
最
高
齢
患
者
を
手
術

兵
庫
県
東
播
磨
地
区
の
循
環
器
疾
患
の
中
核

病
院
と
し
て
役
割
を
果
た
す
加
古
川
中
央
市
民

病
院
。
2
0
1
6
年
7
月
、
新
た
に
先
天
性
心

疾
患
手
術
に
対
応
す
る
心
臓
血
管
外
科
小
児
部

門
の
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
立
ち
上
げ
を
任
さ

れ
た
の
は
、
圓
尾
氏
。

開
始
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
が
、
2
0
1
7

年
に
入
っ
て
か
ら
わ
ず
か
8
ヶ
月
の
間
に
、
21

例
の
小
児
循
環
器
疾
患
の
手
術
を
こ
な
す（
8

月
現
在
）。
し
か
も
、
成
人
の
循
環
器
疾
患
の

手
術
も
行
う
循
環
器
治
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
、
成
人
患
者
の
先
天
性
心
疾
患
に
も
日
々

対
応
す
る
。

全
国
で
も
成
人
の
先
天
性
心
疾
患
に
対
応
で

き
る
施
設
は
数
少
な
い
。
先
天
性
心
疾
患
の
治

療
を
得
意
と
す
る
小
児
専
門
病
院
で
も
、
成
人

の
た
め
の
入
院
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

手
術
を
受
け
た
成
人
患
者
が
、
術
後
に
呼
吸
機

能
が
悪
く
な
り
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
成

人
向
け
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
一
般
病
院
の
成
人
に
対
応
す
る
心
臓

血
管
外
科
で
も
手
術
は
可
能
だ
が
、
先
天
性
心

疾
患
は
、
現
在
の
臓
器
の
状
況
だ
け
で
な
く
過

去
の
手
術
歴
も
分
か
ら
な
い
た
め
、
手
術
計
画

に
は
無
数
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
リ
ス
ク
も
伴
う
た
め
、
先
天
性
心

疾
患
へ
の
造
詣
の
深
さ
も
問
わ
れ
、
対
応
で
き

る
一
般
病
院
は
少
な
い
。

圓
尾
氏
は
ま
ず
、
小
児
専
門
病
院
で
手
術
を

受
け
た
患
者
が
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
手
術
を

す
る
場
合
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、
外
来
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
院
で
手
術
を
し
た
成
人
先

天
性
心
疾
患
の
患
者
の
最
高
齢
は
66
歳
。
こ
れ

は
聖
路
加
国
際
病
院
が
集
計
し
て
い
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
、
当
時
最
高
齢
の
症
例
だ
っ
た
。

フ
ァ
ロ
ー
四
徴
症
の
同
患
者
に
、
ま
ず
肺
動

脈
弁
置
換
の
処
置
を
行
っ
て
か
ら
、
経
験
豊
富

な
成
人
専
門
の
心
臓
血
管
外
科
医
の
サ
ポ
ー
ト

の
下
、
三
尖
弁
形
成
術
、
僧
帽
弁
形
成
術
、
凍

結
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
1
歳
上
の
67
歳
の
フ
ァ

ロ
ー
四
徴
症
患
者
の
手
術
も
手
掛
け
る
。
45
年

前
に
執
刀
し
た
前
々
教
授
の
手
術
ノ
ー
ト
を
参

考
に
、
肺
動
脈
弁
置
換
術
、
三
尖
弁
形
成
術
、

右
房
メ
イ
ズ
手
術
を
実
施
。
ノ
ー
ト
の
重
み
を

感
じ
な
が
ら
の
手
術
だ
っ
た
。

成
人
先
天
性
心
疾
患
の
患
者
は
、
30
代
ま
で

は
小
児
専
門
病
院
で
遠
隔
期
手
術
を
す
る
の
が

一
般
的
。
だ
が
、
40
代
以
上
の
患
者
だ
と
、
糖

尿
病
や
腎
障
害
へ
の
対
応
も
必
要
で
、
心
臓
リ

ハ
ビ
リ
も
考
慮
す
る
と
、
小
児
専
門
病
院
で
は

対
応
が
難
し
い
。
潜
在
的
に
は
相
当
数
い
る
は

ず
な
の
に
、
彼
ら
を
ど
こ
で
診
て
い
く
の
か
。

成
人
と
小
児
、
ど
ち
ら
の
手
術
も
で
き
る
環

境
の
重
要
性
を
感
じ
、
圓
尾
氏
は
現
在
の
加
古

川
中
央
市
民
病
院
へ
の
赴
任
を
決
意
し
た
。
独

自
の
問
題
意
識
、
そ
し
て
優
れ
た
ス
キ
ル
を
発

揮
し
、
さ
ら
に
は
チ
ー
ム
で
の
対
応
も
強
み
と

し
、
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

ハー
ド
な
循
環
器
の
専
門
病
院
で

成
人
手
術
の
技
術
を
磨
く

神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
圓
尾
氏
は
心
臓・

消
化
器
・
呼
吸
器
を
専
門
と
す
る
第
二
外
科

（
現・心
臓
血
管
外
科
）に
入
局
し
、
成
人
の
手
術

を
得
意
と
し
て
い
た
。
研
修
医
時
代
か
ら
心
臓

血
管
外
科
を
極
め
た
い
と
い
う
意
志
が
強
く
、

所
属
先
と
し
て
年
間
3
5
0
例
以
上
の
開
心

術
が
行
わ
れ
て
い
た
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
へ
。
病
院
に
泊
ま
り
込
む
ほ
ど
ハ
ー

ド
な
毎
日
だ
っ
た
が
、
技
術
を
身
に
付
け
る
た

め
の
努
力
は
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

当
時
の
心
臓
血
管
外
科
部
長
か
ら
教
わ
っ
た

こ
と
は
、
い
か
に
無
駄
な
く
手
術
を
す
る
か
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
閉
創
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
か
け

る
ね
じ
り
方
一
つ
に
し
て
も
、
ス
ピ
ー
ド
を
重

視
し
て
手
技
を
見
直
す
。
そ
う
し
て
わ
ず
か
な

無
駄
も
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
手
技
を
身
に

付
け
磨
い
て
い
っ
た
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

他
の
医
師
の
手
術
報
告
も
全
て
ノ
ー
ト
に
取
っ

小児心臓血管外科手術風景
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て
ま
と
め
た
ほ
ど
の
強つ
わ
も
の者
だ
っ
た
。

大
動
脈
弁
置
換
術
の
手
術
で
助
手
に
つ
い
た

時
、
弁
が
大
き
く
て
入
ら
ず
、
急
き
ょ
予
定
と

違
う
術
式
で
進
め
た
こ
と
も
あ
り
、
い
か
に
、

術
前
の
準
備
が
大
事
か
思
い
知
っ
た
と
い
う
。

「
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
て
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

名
門M

ayo C
linic

への
留
学
で

自
ら
仮
説
を
立
て
研
究
に
邁
進

1
9
9
9
年
か
らM

ayo C
linic

に
留
学
。

そ
こ
で
影
響
を
受
け
た
の
がH

artzell Schaff

氏
だ
。
流
れ
る
よ
う
な
手
術
が
印
象
的
な
恩
師

Schaff

氏
の
手
技
に
は
、「
急
い
で
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
く
て
も
手
際
が
よ
く
と
て
も
早
か
っ

た
」
と
絶
大
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。
圓
尾
氏

は
心
臓
血
管
外
科
の
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
3
ヶ

月
間
受
け
た
後
、Schaff

氏
の
研
究
室
に
入
る
。

初
め
は
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術（
C
A
B
G
）

で
、
足
の
静
脈
を
大
動
脈
に
つ
な
ぐ
自
動
吻
合

器
の
検
証
の
た
め
、
犬
を
使
っ
た
実
験
で

Schaff

氏
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
兵
庫
県

立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
心
臓
血
管
外
科

医
長（
当
時
）だ
っ
た
樋
上
哲
哉
氏
が
内
胸
動
脈

を
超
音
波
メ
ス
で
切
り
取
る
研
究
を
進
め
て
い

た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
自
ら
超
音
波
の
作

用
に
つ
い
て
の
仮
説
を
立
て
て
実
験
に
取
り
組

ん
だ
。

通
常
は
触
る
と
収
縮
す
る
血
管
が
、
超
音
波

メ
ス
で
内
胸
動
脈
を
切
除
す
る
と
拡
張
し
た
。

こ
の
現
象
が
、
超
音
波
で
血
管
内
皮
細
胞
か
ら

一
酸
化
窒
素
が
放
出
さ
れ
る
た
め
に
引
き
起
こ

さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
、
論
文
に
発
表
し
た
。

先
天
性
心
疾
患
も
知
り
た
い

40
歳
前
に
小
児
心
臓
血
管
外
科
へ

帰
国
後
、
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
た
圓
尾
氏
は
、
小
児
心
臓
血
管
外

科
に
移
る
こ
と
を
決
意
。
心
臓
血
管
外
科
医
と

し
て
成
人
治
療
に
携
わ
る
な
ら
ば
、
先
天
性
心

疾
患
に
つ
い
て
も
勉
強
を
し
て
お
き
た
い
と
考

え
た
。
圓
尾
氏
は
、
実
は
す
で
に
研
修
医
時
代

に
小
児
外
科
で
、
気
管
狭
窄
の
小
児
を
数
多
く

診
て
い
た
。
小
児
の
細
い
気
管
に
チ
ュ
ー
ブ
を

入
れ
る
手
術（
当
時
）だ
が
、
睡
眠
中
に
チ
ュ
ー

ブ
が
押
し
出
さ
れ
て
換
気
で
き
な
く
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
た
め
、
術
後
管
理
は
怠
ら
な
い
。

40
歳
に
な
る
前
に
小
児
心
臓
血
管
外
科
を
学

び
た
い
と
い
う
思
い
で
、
2
0
0
7
年
に
兵

庫
県
立
こ
ど
も
病
院
へ
。

い
ざ
小
児
心
臓
血
管
外
科
の
治
療
を
始
め
る

と
、
成
人
の
治
療
に
慣
れ
て
い
る
圓
尾
氏
で
さ

え
、
病
名
が
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。

同
じ
心
臓
疾
患
で
も
、
成
人
に
比
べ
小
児
は
器

官
の
形
で
個
人
差
が
大
き
く
、
症
状
の
現
れ
方

も
千
差
万
別
。
症
例
ご
と
に
対
応
し
て
い
く
し

か
な
い
。
病
院
に
実
習
に
来
て
い
る
学
生
た
ち

と
交
じ
り
な
が
ら
、
小
児
心
臓
疾
患
の
知
識
を

身
に
付
け
て
い
っ
た
。

目
標
は
チ
ー
ム
で
年
間
50
例
超

綿
密
な
治
療
計
画
で
チ
ー
ム
連
携

成
人
と
小
児
、
ど
ち
ら
の
領
域
の
手
術
に
も

対
応
で
き
る
こ
と
で
、
圓
尾
氏
は
診
療
の
幅
を

確
実
に
広
げ
て
い
っ
た
。
小
児
か
ら
大
人
へ
の

経
過
を
見
通
せ
る
包
括
的
な
視
点
も
役
に
立
っ

た
。
成
長
に
従
っ
て
臓
器
の
大
き
さ
も
変
化
す

る
た
め
、
一
度
の
手
術
で
治
癒
で
き
な
い
場
合

が
多
い
の
だ
。
そ
の
た
め
、
患
者
の
成
長
に
合

わ
せ
て
治
療
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
治
療
計
画
が
緻
密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
良

い
結
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
こ
の
分
野

で
は
強
い
。

「
小
児
で
は
血
行
動
態
が
ど
う
変
わ
る
か
分
か

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
か
ら
肺
と

体
に
流
れ
る
血
流
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
順
の
一
つ
ひ
と
つ
を
検
討

し
、
事
前
に
あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
圓

尾
氏
は
、
臨
床
工
学
技
師
、
麻
酔
科
医
、
看
護

師
に
は
、
手
術
の
手
順
を
図
示
し
て
丁
寧
に
説

明
す
る
。
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
院
内
の
感
染
対
策

チ
ー
ム
に
も
所
属
し
、
各
診
療
科
と
の
連
携
も

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
先
天
性
心
疾
患
で
は
、
全
く
同
じ
症

例
と
い
う
の
が
な
い
た
め
、
徹
底
的
に
文
献
を

調
べ
、
小
児
心
臓
血
管
外
科
医
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
症
例
を
検
討
す
る
。
症
例
報
告

や
論
文
な
ど
を
参
考
に
、
治
療
に
つ
い
て
の
提

案
も
積
極
的
に
行
う
。

「
成
果
が
分
か
る
の
は
、
10
年
後
、
20
年
後
。

も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
小
児
心

臓
血
管
外
科
分
野
の
や
り
が
い
で
も
あ
り
ま

す
」圓

尾
氏
は
今
日
も
、
年
間
50
例
以
上
の
症
例

数
を
目
指
し
、
力
強
く
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
て

い
く
。

ICUのメンバーと

圓尾氏が音頭をとって、
勉強会だけでなく、楽
しみながら仲間意識の
強化を図れるよう、チー
ムのロゴを作成した


